































④ 結晶化は電気抵抗が増加する約 520℃で始まり,約 540℃-約 620℃の急激な電気
抵抗の減少は結晶粒成長によるものである｡



















MnSt2はバルクでは 0.55K に帯磁率のピークと自発磁化が観測 され, longrange
orderが起こっていることがわかった｡また高温 (10K～80K)の帯磁帯などからweak-
ferroorderであると思われるO
次に,53層の多層膜 をLangmuir-Blodgett法で作 り,その帯磁率,磁化を測定した｡
0.35Kに層に垂直な帯磁率に ピークがあり,自発磁化も観測された｡これらのことよ
り,53層の多層膜でもlongrangeorderが起こることがわかる｡また帯磁率,自発磁化
の方向依存性より, weak-ferroモーメントは層に垂直に向くことが推察できる｡
最後に単層膜を作 り,磁化測定をおこない強磁性体特有のホプキンソン効果を観測 し
た｡
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